






[要約]費用効果に関する問題のうち、単価について検討した。単価は検体数に影響され、

検体数が多ければ単価は小さくなる。そこで、スクリーニングを受けなかった理由につい

てのアンケート調査と、不備検体の内容について調査し、受検率増加をめざすための参考

にした。受けなかった理由としては、忘れていた、採尿に失敗し、そのうち送付する機会

をなくした、検査セットをなくしたなどであった。不備検体は、乾燥させず湿ったままで

送られるもの、採尿後 2週間以上経って送られる古いものなどが多かった。これらについ

ての改善は、費用効果の面では些細なことかもしれないが、検査に対する認識が改められ

るとともに、無駄を少なくできる点で大切と思われる。


